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談

相 結ぼう つなげよう 家族の絆 地域の絆
男女共同参画会議ほたか会長
臼井咲子

人 権 コ ラ ム

　東日本大震災の発生に驚き、未曾有の被害に日
本中が涙し自然災害と原発事故の恐ろしさが目に
焼きつきました。被災された方々に一日も早く笑
顔が見られる日を願っています。
　さて男女共同参画社会基本法が制定され 10 年以
上になりますが、大きな期待をよせた割には女性
の社会進出は進んでおらず、理想と現実のギャッ
プを感じている方も多いのではないでしょうか。
また地位・賃金の差も縮まっていません。そんな
中で、23 年度の安曇野市の男女共同参画推進のテー
マは「絆」です。個々の働き方、家事育児、地域
の力や、また一方で地域と家族の繋がりが希薄な
時代を迎えつつある今にスポットを当てています。
過日、安曇野市の「人権のつどい講演会」で講演
された落合恵子さんは、未婚の母に育てられた生
い立ち、ビル掃除という母の職業を恥じた事に触
れ「一人一人の差別は、被害者にも加害者にもな
る」と指摘されました。本当につらい時は「助け
て」との声をあげられる社会にしなければいけな
い、男女共同参画はいたるところに転がっている
と強調されており、驚きと感激で、この 70 歳の細
胞に電流が流れたようでした。本年度も男女共同
参画フォーラムや講演会など開催が予定されてい
ますが、より多くの方に参加していただき、一つ
一つを積み重ねることが良い安曇野市へ繋がって
いくのではないでしょうか。「絆」そして地域や家
族のかかわりを大切に。（笑顔に咲くしあわせの花
「23 年度サブテーマ」）

地域 氏名

豊科
清野　昌訓

勝山　孝子

藤原　和子

奥村　雅彦

穂高

高山　正宣

等々力増男

吉澤萬千子

尾台　鞆一

地域 氏名

三郷
三澤　晴男

中村　道子

關　　恒明

堀金 田口　勝二

青 　令子

明科 唐澤　武志

横内理恵子

開催日 開催場所
11月19日（土）穂高会館
2月４日（土）豊科公民館

開催日 開催場所
９月３日（土）豊科公民館

開催日 開催場所
６月３日（金）穂高会館
６日（月）明科総合支所
７日（火）豊科公民館
８日（水）三郷公民館
９日（木）堀金総合支所

８月19日（金）穂高会館
９月16日（金）豊科公民館
11月16日（水）明科総合支所
12月７日（水）穂高会館

８日（木）三郷公民館
13日（火）豊科公民館

１月17日（火）堀金総合支所

●女性相談 ●特設相談

●子ども相談

●人権擁護委員

※時間はすべて10：00～15：00

（4月 1日現在　敬称略）

広げよう献血の輪
今、必要です。あなたの力！

血液は長期間保存することができません。いつ
でも患者さんに血液を届けられるよう年間を通じ
た献血へのご協力をお願いします。
●日時　6月 5日（日）
10：00 ～ 11：30　13：00 ～ 15：30
●場所　イオン豊科店
　（旧サティ豊科店）東口付近
長野県赤十字血液センター
諏訪出張所（40266･53･7211）
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